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プラズマ立ち上げ時の周辺構造の変化
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 (a
.u

.) 信号が強いラインに細かな変動がある．

周期性があるように見えるが，現状では
背景光との分離が十分でないため，明
らかではない．

NBが入射されてから，しばらくこのよう

な状態がある．

F2024 @0.4498sF2022 @0.4493s F2026 @0.4502s F2030 @0.4511s

*像はいずれもコントラストを調整
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 (a
.u

.) 
黄緑はFast　Camera(4500FPS)

のある１ピクセルの時間変化．
時間変化の短い揺動は反映さ
れていないピクセル

密度一定になる前のフェーズ

・密度一定(0.45sから）になって

からは，このような構造は動か
なくなる．

Hαおよび放射損失は，0.45s
以降も変化を続けている．

　　　－－密度揺動に起因する
ものか？
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 (a
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強いラインの位置は変動
しない==>ひげ構造？

0.500s　F22500.447s　F2100 0.533s　F2400

まだ、物理は良くわかっていないが磁気リコネクションなどが関連するのか?



まとめと今後の予定

• 実作業は数年前からNIFS側が担当することによ

り、高速カメラ計測は順調に稼動している。

• また、次年度以降他の周辺プラズマ計測
（Langmuirプローブ、磁気プローブ、方向性プロー

ブ）などのグループと協力し、周辺計測システム
として発展させていきたい。
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